
 

 

 

 

 

 

ヒライ流 ・ 出爺多留
デ ジ タ ル

で婆
バー

茶
チャ

流
ル

な世界 シリーズ➀ 

９月１０日に８０歳になり、八十
や そ

路
じ

を歩き出しました。 

「ヒライ信」３０0 号に向かって、爺さんの最後の足搔
あ が

きはデジタルの 

世界です。パソコンを使いデジタルの技術を使い、色々と遊んでみたい。 

シリーズの第一弾は「自己笑介」です。 

この紙の「ヒライ信」（PDF 版）はアナログですか、別に Cloud（one drive）でご覧い

ただくとデジタルな動画の世界が楽しめます。ご笑覧下さい。 

 

One drive ：Office ファイルはもちろんのこと、写真や動画など様々なデータファイルをオンライン 

上に保存できるオンラインストレージサービスです。５GBまで無料で使用できます。 

次のURL をクリックし、自己笑介➀.mp4 をご覧ください。 

https://1drv.ms/u/s!AiZK9Kv-HkjaqGIv8IWb33vNut-Z?e=yuAHns 

 

ヒライの自己笑介 

 私・平井幸雄は「ヒライタカオ」です。幸雄で「たかお」と読みます。普通は「ゆきお」「さ

ちお」と読みます。「大漢語林」（大修館書店）の名乗りという人名で特殊の読み方に「たか」、 

「名付け PON」https://pon-navi.net/nazuke/name/%E5%B9%B8%E9%9B%84 に

も「たかお」と載っている。（「名付けポン」は完全無料で使える姓名判断＆命名サポートサイト） 

小さなころは恥ずかしがり屋でし

た。人前では赤面症で顔が茹でダコ

のように真っ赤になってしまうた

め、平井タコ（HIRAIＴＡＫＡＯ）と

綽名されていました。 

ひらいたかおを、パソコンで文字

変換すると、色々な漢字に変換され

ます。並べてみると、避雷多禍嗚、

非礼他皆悪、鮃胃鮹、屁儡多臭悪、

比等偉他価男、肥裸異体化汚、悲喇

傷顔、などで、あまり印象が良くな

い漢字だ。感じ悪い！悪い漢字！ 

そこで、頓智をきかして、ひらい

たかおを、もて遊び、弄（異字）っ

てみました。まずは、「平板顔」です。私の第一印象は、平凡で平板な顔の持ち主です。 

でも、そんな地味なヒライタカオも変身して、何でも受け入れる、胸襟を「開いた顔」、未来

に「開いた顔」になりました。 
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 つぎに、ひらいたかおの中に「メ」を入れると「ひらメいた

かお」になります。これを漢字変換すると「閃いた顔」になり

ます。自分で言うのも何ですが、ユニークで、アイデア豊富

で、発想力が豊かな、何でも閃く！ひらいメたかおです。 

 どこに住んでいるの？どこから来たのか？と聞かれたら、ひ

らいたかおと答えます。名前を聴いているんじゃぁないよ！ 

だから、高尾から飛来した「飛来高尾」です。八王子は高尾山

の麓から、高尾の天狗のようにあちこちに飛来して活動してい

ます。 

 前歴は？性格は？・・・平いたかおを反対から読むと、おか

たい平となります。重ねると「おかたい平いたかお」となり、

上から読んでも下から読んでも同じの回文になります。自分で

言うのもなんですが、まじめでお堅い性格、手堅く事を運びま

す。また、前職は、堅実で大企業のお堅い会社でお堅い研修・

教育の仕事をしていました。 

 企業の中央研究所に勤めていましたが、科学技術の研究では

なく、落語の研究（落研）をしていました。そこで付けた芸名

が「建久亭 馬家（けんきゅうていうまや）」です。 

 定年退職して、落語協会・真打の三遊亭 圓王師匠が主宰す

る「三遊会」に入会し、社会人落語家・三遊亭 圓塾を名乗り

ました。人前で落語を演じる程になりました。 

はずかしがり屋のひらいたかお・

ひらいタコは、さまざまに変身

し、手八丁口八丁のタコのような

ひらい多顔になりました。 

このように、ご自分の名前を、

色々と漢字変換してみると、 

色々な自分が発見できます。 

○ひらいの○ひがわり人生 

○ひらいは○くらい性格で、それが○きらいでした。○つらい日々でした。 

○ひらいは○わらいに目覚め、それに○ねらいを定めました。○えらいでしょう。 

そして、○わらいで○みらいが○ひらいたのです。 

 

笑いのネットワークづくり 

 定年後、第二の人生の目標に「笑いのネットワーク」

づくりを掲げました。おかげさまで、定年後２０年の 

８０歳になって、三遊会・日立寄席・ジョークサロン・

シニア大樂を通じ、落語・ジョーク・ユーモアによる

「笑いのネットワーク」が出来上がりました。 

これからも笑いを楽しむ「笑涯楽習」です。   

  


